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2025 年度 ピアノ調律職種技能検定 学科試験問題 2 級 

 

真偽問題 

正しいものは①、正しくないものは②にマークしなさい。①、②以外を塗りつぶすと誤答になります。 

 

 

問(1) ハ長調とハ短調は、属音が共通している。 

問(2) 完全５度の補足音程（転回音程）は、完全４度である。 

問(3) フルートは金管楽器である。 

問(4) 「トロイメライ」の作曲者は、ショパンである。 

問(5) ワルツは、３拍子の曲である。 

問(6) スタインウェイ、ベーゼンドルファーの発祥は、それぞれアメリカ、ドイツである。 

問(7) テーラーの公式によると、振動数は弦の長さの平方根に反比例する。 

問(8) 打弦比を１/８にすると、第８倍音が強く出やすくなる。 

問(9) アグラフの材質は、燐青銅である。 

問(10) 調律カーブが生じる原因は、弦の加工精度によるものである。 

問(11) 低音オクターブ検査で用いられる、短３度：長６度の唸りの回数の関係は、１：２である。 

問(12) 33F-45Fで平均律割振を行なった場合、A-Eの完全５度の唸りが少なければ、E音は必ず 

高めと言える。 

問(13)  ミーントーンの長３度には、純正のものが含まれる。 

問(14) 調律で最低音が低めになるのは、弦の倍音のずれが原因である。 

問(15) オクターブ検査で用いられる長３度：長１０度で、両方の唸りが同回数であれば、 

オクターブは正しい。 

問(16)  キースティックは、最初にフロントブッシングクロスとフロントピンの隙間を点検する。 

問(17)  グランドピアノのジャックの高さ調整は、レペティションレバーと同じ高さにする。 

問(18) レペティションレバースプリングを調整したときは、ハンマー戻り（ドロップ）を調整し直す必要がある。 

問(19) アップライトピアノ整調でキャプスタンボタン（スクリュー）を奥側にすると、タッチが重くなる。 

問(20)  黒鍵は加熱しても、外すことができないので、刃物を使う。 

問(21) センターピンの 21番は、直径 1.300㎜である。 

問(22) バットスプリング交換の際、コード（ピンコード）を木工用ボンドで接着し固定する。 

問(23) ホットメルトは、加熱することで接着剤が硬化する。 

問(24) アップライトピアノのバックチェックフェルトの接着は、フェルトの両端に接着剤を塗布する。 

問(25) 自動演奏ピアノの駆動装置には、鍵盤・ペダルともに電磁石（ソレノイド）が使われている。 
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多肢択一(４択)問題 

各問から、適切なものを１つ選びなさい。２つ以上選ぶと誤答になります。 

 

 

問(26) へ短調の説明として正しいものを１つ選べ。 

1. 調号は、フラットが１つである。 

2. 属和音は、ハ長調の主和音と同じである。 

3. 旋律的短音階、和声的短音階はともに同じ音階である。 

4. 平行調は、嬰へ短調である。 

 

問(27) 音色について、正しくないものを１つ選べ。 

1. 楽音として感じられる音には、波形に規則性がある。 

2. 音色は音波の波形の違いによる。 

3. ピアノの音は楽音であるので、持続音である。 

4. 音叉の音は、波形ではサインカーブに近い。 

 

問(28)  音の唸りについて、正しいものを１つ選べ。 

1. 唸りは、共鳴という音の性質による。 

2. 唸りは、回折という音の性質による。 

3. 唸りは、干渉という音の性質による。 

4. 唸りは、屈折という音の性質による。 

 

問(29) ホーキンスの竪型ピアノ特許の年を１つ選べ。 

1. １８００年 

2. １８０２年 

3. １８２１年 

4. １８４０年 

 

問(30) ピアノに使用される樹種と使用部品の組み合わせで、正しいものを１つ選べ。 

1. スプルースやトウヒは、鍵盤板に用いられる。 

2. カバは、フレンジに用いられる。 

3. ブナは、ハンマーシャンクに用いられる。 

4. 黒檀は、駒に用いられる。 

 

問(31) ピアノの手入れ・使用環境について、記述が正しいものを１つ選べ。 

1. ピアノに使用されている金属は、めったなことでは錆びないので、手入れの必要はない。 

2. 鍵盤の除菌には、消毒用アルコールを薄めて使用する。 

3. 冬季に石油ストーブを使用すると、結露を生じやすくなるので注意が必要である。 

4. 床暖房は、ピアノにとって最適である。 

 

問(32) ミュージックワイヤーについて、正しいものを１つ選べ。 

1. ミュージックワイヤーの番手はすべて１/２きざみで使用される。 

2. ミュージックワイヤーは、鍛造で製造する。 

3. ミュージックワイヤーは、工業用ピアノ線とは規格が異なる。 

4. ミュージックワイヤーは１台のピアノでは巻線を含めると、１５０本程度張られる。 
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問(33) 響板について、正しいものを１つ選べ。 

1. 響棒は、響板木目に平行する方向に取り付けられる。 

2. サウンディングボタン（響板ボタン）は、響板の裏側から駒の位置に取り付ける。 

3. 樹種は、比重の大きい木材が用いられる。 

4. 響板には、弾力性に富んだ板目材が使われる。 

 

問(34) 共通倍音に関する記述で、適切なものを１つ選べ。 

1. 長３度の共通倍音は、高い音の５倍音になる。 

2. 長３度の共通倍音は、高い音の４倍音になる。 

3. 長３度の共通倍音は、低い音の３倍音になる。 

4. 長３度の共通倍音は、低い音の２倍音になる。 

 

問(35) 平均律割振りについて、正しくないものを１つ選べ。音域は 33F〜45F とする。 

1. ５度は純正よりも狭くなる。 

2. A-C#の長３度が基準より遅い場合は、C#が高めにずれていることが想定できる。 

3. 長３度の唸りの回数は、この音域では F-Aが一番少なくなる。 

4. A-Dの４度が純正のときは、Dはおよそ２セント低い。 

 

問(36) ピッチについて、正しくないものを１つ選べ。 

1. 1859年のパリ会議において A=435Hzが定められた。 

2. 1885年のウィーン会議において A=440Hzが定められた。 

3. 現在の日本では、４４０Hzや４４２Hzが用いられることが多い。 

4. ピアノ調律でピッチ変更の場合、上げ調律の方が下げ調律より安定しやすい。 

 

問(37) 弦の振動数について、適切なものを１つ選べ。 

1. 弦の振動数は、張力の平方根に比例する。 

2. 弦の振動数は、張力の２乗に比例する。 

3. 弦の振動数は、張力の２乗に反比例する。 

4. 弦の振動数は、張力の平方根に反比例する。 

 

問(38) 音律に関する記述で正しいものを１つ選べ。 

1. ミーントーン音階は、完全５度の唸りをゼロにする。 

2. ピタゴラスの完全５度を割振の手順に従って１２回繰り返すと、元の音とは２４セントのずれが生じる。 

3. 純正の長３度は、平均律の長３度より、１６セント狭い。 

4. 平均律音階は、バッハによって理論構築された。 

 

問(39) 共通倍音に関する記述で、正しいものを１つ選べ。 

1. 長６度の共通倍音は、低い音の３倍音になる。 

2. 長６度の共通倍音は、低い音の４倍音になる。 

3. 長６度の共通倍音は、低い音の５倍音になる。 

4. 長６度の共通倍音は、高い音の５倍音になる。 
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問(40) アクションの調整で工程として関連が一番顕著なものを１つ選べ。 

1. 鍵盤の深さ（あがき）とカラ直し（ロストモーション） 

2. 鍵盤の深さ（あがき）とハンマーストップ（バックストップ） 

3. 鍵盤の高さ（ならし）とハンマー接近（レットオフ） 

4. ダンパーペダル調整とダンパー総上げ 

 

問(41) １回の打鍵で、ハンマーが２度打ちする場合の原因と考えられるものを１つ選べ。 

1. ジャックストップレール調整の隙間が広い。 

2. カラ（ロストモーション）が大きい。 

3. ハンマー接近（レットオフ）が広い。 

4. ハンマーストップ（バックストップ）が狭い。 

 

問(42) グランドピアノの整調について、正しくないものを１つ選べ。 

1. ダンパー上り量は、ペダル突上棒の袋ナット（突揚棒ヘッド）調整で行う。 

2. 黒鍵の深さ(あがき)は、白鍵を参考にして調整される。 

3. ハンマー戻り(ドロップ)は、ハンマー接近(レットオフ)と関連する。 

4. 打弦距離(ハンマーならし)を狭くしても、ハンマー接近(レットオフ)は変わらない。 

 

問(43) タッチについて、正しいものを１つ選べ。 

1. グランドピアノの同音連打の性能は、アップライトピアノの約１.５倍である。 

2. ダンパー止音は、鍵盤の深さを約１/３戻した位置である。 

3. 鍵盤の深さ（あがき）を深くすると、ジャックの脱進量は大きくなる。 

4. 鍵盤の深さ（あがき）は、どのピアノでもおよそ１２mmに調整する。 

 

問(44) グランドピアノのペダルについて、一番適切なものを選べ。該当するものがなければ４を選べ。 

1. シフトペダルの調整は、突き上げも遊びも無いようにする。 

2. シフトペダルを踏み込んだ位置が、ハーフペダル効果を生む。 

3. シフトペダルのシフト量の調整は、ペダル突き上げ棒で調整する。 

4. １～３に該当なし 

 

問(45) 工具・部品に関する記述で、適切でないものを１つ選べ。 

1. ネジが緩くなった場合の埋め木には、堅木や竹ひごを用いるとよい。 

2. 金属レール部のネジが緩くなった場合、オーバーサイズのネジを使用する。 

3. アクリル樹脂の鍵盤上面を剥がす時は、溶剤を用いる。 

4. チューニングハンマーのチップは、ピアノによりサイズを選んで使用する。 

 

問(46) 張弦修理について、適切でないものを１つ選べ。 

1. センターピンと弦を切るカッターは別のものが必要である。 

2. 弦の巻数は、ピアノごと、音域ごとに異なることがあるので注意する。 

3. 断線予防には、太い弦にする。 

4. 手袋・ゴーグルなど使用し、作業の安全を図る。 
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問(47) 次の記述で、正しいものを１つ選べ。 

1. 弦に、防錆油を塗ってはいけない。 

2. 断線は、金属疲労が原因する。 

3. 湿度が高い環境下で、響板割れという症状が出る。 

4. 口棒が内側に傾くと、全鍵スティックとなることがある。 

 

問(48) 修理に関して、正しいものを１つ選べ。 

1. アップライトピアノのキャッチャースキンは、全面を接着する。 

2. バットフェルトは両端に接着剤を塗る。 

3. グランドピアノのバックチェックスキンは、全面を接着する。 

4. ハンマーシャンクが折れたときは、ハンマーヘッドも交換する。 

 

問(49) センターピン交換の方法で、適切でないものを１つ選べ。 

1. フレンジが自重で下がる場合は、トルクが低すぎる。 

2. トルクが低い場合、太いセンターピンに交換する。 

3. 部品取り付け後、走りを確認・修正する。 

4. ゆるめのピンの方が、木部が割れないので良い。 

 

問(50) 消音型ピアノや自動演奏ピアノの点検と調整の記述で、適切なものを１つ選べ。 

1. 消音型アップライトピアノのハンマー接近（レットオフ）は、消音時のハンマーシャンクストップ位置 

調整後に行う。 

2. 消音型アップライトピアノの電子音のピッチは、変更・調整できない。 

3. 自動演奏ピアノの場合、ハンマーストップ（バックストップ）の調整寸法は、生ピアノと異なる。 

4. 消音型アップライトピアノのペダル調整は、生ピアノを調整すれば、自動的にセンサーが調整される。 

 

 


